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第 3 章では，反転磁場配位プラズマの生成に用いた衝突圧縮加熱装置 CPlAC E -n) について述べ，
さらにこの装置を用いた反転磁場配位フ。ラズマの生成法について詳しく述べている。
第 4 章では，本研究遂行のために著者が開発し，試作したクオドレーチャ一位相検出方式の 3.39μm
He - Ne レーザー干渉計の構成と動作，及び性能について述べている。そしてこの干渉計を用いて特性
がよく理解されている反転磁場配位プラズ、マの特に変化の烈しい生成時の計測を行い，本干渉計が十分
な精度と応答特性を持つことを確認している。
































て，有効な計測手段である He - Ne レーザー干渉計の開発と試作を行い，これを使用して n=2 回転
不安定性の抑制の条件を明らかにしたもので，核融合工学に貢献することが大である。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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